
令和５年度 第３回 飯田小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１ 開 催 日 時  令和６年２月９日（金） １３時５０分から１５時００分まで 

２ 開 催 場 所  飯田小学校 家庭科室 

３ 出 席 委 員  杉山邦司、露木里江子、森峯男、小野逸子、白井竜之、鈴木美枝子、 

嶋口雅啓、鈴木大輔 

４ 欠 席 委 員  なし   

５ オブザーバー  村松拓也（東部協働センター所長） 

６ 学     校  生熊周（校長）、町田全広（教頭）、森島広人（主幹教諭） 

小林知美（ＣＳディレクター） 

７ 傍 聴 者  なし 

８ 会議録作成者  ＣＳディレクター 小林知美 

９ 議長の選出 

  司会から議長の選出について委員に意見を求めたところ、鈴木大輔委員が、本日の議長を務め

ることを申し出、全員異議無くこれを承認した。  

10 協 議 事 項   

（１）学校関係者評価（「いじめ防止等のための基本的な方針について」含む） 

（２）学校運営協議会の自己評価 

（３）来年度の学校運営の基本方針の説明 

（４）夢育やらまいかＣＳ加算分の報告 

（５）各協議会独自の協議内容 

11 会 議 記 録 

  司会の教頭から、委員総数８人のうち８人の出席があり、過半数に達しているため、会議が成

立している旨の報告があった。 

（１）学校関係者評価（「いじめ防止等のための基本的な方針について」含む） 

   主幹教諭から資料に基づき、学校関係者評価（「いじめ防止等のための基本的な方針に

ついて」含む）についての説明があり、委員からは、以下の発言があった。 

・ ４月は低学年の子のあいさつの返事はあまり良くないが、６月頃から上級生のまね

をして、あいさつができるようになってくる子もいる。声掛けをすると返事を返して

くれるので、大人から声掛けをしていきたい。（杉山委員） 

・ あいさつは、地域、大人から声掛けしていくといい。（大輔委員）     

・ あいさつはできる子とできない子がいる。できない子は、恥ずかしさや何か理由が

あると思う。正門に立っていると、自分から言ってくれる子は少なく、こちらから言

って返してくれる子は多いため、こちらからあいさつをするべきかと思う。低学年の

子でも、同じ町内だとあいさつしてくれる。あいさつは基本。大きな返事だと嬉しい。

（森委員） 

・ 子供は、あいさつが大切なことだと自覚しないとあいさつをしない。道徳を身に付

けさせるために、家庭・地域・学校と連携してあいさつができる環境作りをしていく 

ことが大切。（小野委員） 

・ 自分の将来に役に立っていると思う学習（キャリア教育）にするには、子供にとっ

てリアリティのあることを取り上げたり、将来に関係があることを伝えたりしていく

必要がある。そして、地域の人達から、子供の時の授業が今、こういう風に役に立っ

ていると話を聞くとよい。できれば少ない人数で聞いた方がいい。１クラスに 1 人ず

つ地域の人が来て、全クラスで聞けば、勉強の意味が感じられると思う。（白井委員） 



・ 子供が 6年生の時、少人数で色々な人の話を聞く学習があり、いい体験だったと思

った。あいさつについては、保護者の立場では、変質者が出たりした時、子供に人と

目を合わせてはいけない、声を掛けられたら走り抜けろと、言っている。そのため、

あいさつをしにくいのかもしれない。（美枝子委員） 

・ あいさつは、昔、池田小事件があってから大きく変わった。しかし、閉ざしたもの

をまた地域と交わろうとしている。キャリア教育、職場体験が大事だと思う。コロナ

が 5類になり、地域が手伝っていけば、小学校だけでなく、地域全体が良くなると思

う。子供の安全が一番大事。小学校の近くにスムーズ横断歩道ができた。目立つため、

車はスピードを落として走ってくれる。飯田小は、幼・小・中が近くにあり、生活安

全対策ゾーンプラス３０がある。普段からルールを守るということは、生活の中の基

本中の基本。（露木委員） 

・ 小学生の子が、名札を付けていると「○○さんだー」と声を掛けてくれる。名札に

ニックネームを書いて、身に付けていたら、もっと親しみをもってあいさつしてくれ

るようになると思う。（村松オブザーバー） 

・ いじめ基本方針は、さらに保護者に周知できるようＨＰの他にも工夫するといいと

思う。（嶋口委員） 

・ 保護者が学校に来て、観てもらう機会を増やすこともいい。そうすれば、自治会も

交えて、地域で育てていこうという気持ちも高まる。（大輔委員）   

    協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

  

（２）学校運営協議会の自己評価 

    杉山会長から資料に基づき、学校運営協議会の自己評価についての説明があり、委員

からは以下の発言があった。 

  ・ あいさつや声掛けについて、保護者は色々な事件があったから、心配し慎重になる。

大人が見本を見せていくことが必要。（大輔委員） 

  ・ 飯田には、見守り隊が現在63名所属していて、下校時、1時間ほど立ってくれてい

る。子供と一緒に帰る人もいる。下校時、縦列で歩くところを横列で歩いている子達は

改善していきたい。（杉山委員）  

   ・ 犬の散歩をする人や外で作業をする人には、見守り隊のタスキをつけ、こどもを見守

ってもらえたらいいと思う。明るくあいさつをしていきたい。（美枝子委員）    

    協議の結果、全員異議なくこれを承認した。         

 

（３）来年度の学校運営の基本方針の説明 

   校長からプレゼンテーション資料に基づき、来年度の学校運営の基本方針について説明

があった。 

         

（４）夢育やらまいかＣＳ加算分の報告 

   教頭から資料に基づき、今年度の夢育やらまいかＣＳ加算分の報告について説明があり、

全員異議なくこれを承認した。 

 

その他報告事項等 

司会から、次年度の委員、会長・副会長・議長の選出について確認があった。次年度第1回会

議は、令和６年５月１４日（火）１３時３０分から家庭科室で開催する予定である旨の報告があ

った。 


